
令和５年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

 
１ 実践校名 宮古市立高浜小学校 

 
２ 実 践 名 

一人一人のよりよい生活の確立をめざして 
～学校における一体的な取り組みを通して～ 

 
３ 実施対象者 宮古市立高浜小学校全校児童及び保護者 

 
４ 目 標  

・運動に親しみ、１日６０分以上運動する児童の育成 
・自らの健康に興味・関心をもち、健康課題解決に向かって努力する児童の育成 

 
５ 実践内容 実践内容 

該当する 

推薦基準 

○授業以外での運動促進と外遊びの奨励（６０プラスチャレンジカードの 
 活用、児童会の企画による全校遊び）【資料①】 
○全校体育（サーキットトレーニング・マラソン・縄跳び）の取り組み【資
料⑥、⑦】 
○体力テストの結果を基にした授業改善【資料②】 

ア 
イ 
ウ 

○年３回（６・９・１月）のすっきり週間の取り組み【資料③】 
○定期的な保健指導（肥満傾向児童とその保護者対象のえがお教室）【資料
④―１，④―２，④－３】 
○年１回の全校児童を対象とした健康相談 

ア 
イ 
ウ 

○栄養教諭や養護教諭による食育・給食指導（保健だよりによる家庭への 
 啓発）【資料⑤】 
 

ア 
ウ 

 
６ 成 果 

・６０（ロクマル）プラスプロジェクト推進の理解や計画を全職員で共有し、スタート
することができた。 

・全校体育のサーキットトレーニングやマラソン、縄跳びに児童は積極的に取り組むこ
とができた。 

・栄養教諭や養護教諭による食育・給食指導を行ったことで、児童の食への関心が高ま
った。 

・夏季休業中に６０（ロクマル）プラスチャレンジカードを活用したことは、一定の期
間ではあるが休業中の生活リズムを整えることにつながった。 

・体力テストの結果を職員全員で確認したことで、児童の現状把握につながり、２学期
以降の取り組みを共有することができた。 

・すっきり週間で自分の生活習慣を振り返ることにより、自分が健康的な生活を送るこ
とができているか確認したり、改善のためにはどのようにしたらよいかを考えたりす
ることができるようになってきた。また、継続的な取り組みにより、１回目よりも２
回目の方が、早寝・早起きを意識して取り組める児童が多かった。 

・えがお教室で肥満傾向の児童とその保護者に個別指導をすることにより、食習慣や運
動習慣を見直す家庭がみられた。特に、学校でマラソンに取り組んだ時期には、肥満
度が低下した児童が多かった。 

 
７ 課 題 

・体力テストの結果で劣っている体力要素を授業の導入段階で取り上げるなどの授業
改善を今後も継続して進めていく。 

・全校体育のサーキットトレーニングは、運動がマンネリ化しないように、児童の実
態を考慮しながら、様々な運動を工夫していく。 

・現状では、メディアの利用や家庭の事情等により、生活リズムに乱れが生じている
児童が少なからずいるため、生活リズムの乱れとなる要因をひも解き、児童の実態
にあわせた保健指導を継続的に行うことで、よりよい生活習慣への行動変容に結び
つけられるようにする。 

 
８ 今後の予定 

・現在の取り組みを確実に実践し、次年度以降の取り組みを検討していく。 
・楽しみながら取り組める児童の自発的な活動を中心に考え、いつでも、どこでも、誰 
でも運動に親しむ活動を推進する。 

・すっきり週間を継続し、生活リズムの乱れの改善を図る。 
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